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Ⅰ．はじめに

　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は，2019（令

和 2）年 12 月に武漢市で「原因不明のウイルス性肺炎」

として確認されて以降，世界中に感染拡大した 1）．2023

（令和 5）年 11 月現在，完全に終息したとはいえず，

その間，我々の生活や社会は，大きく様変わりした．

　学校現場においては，令和 2 年 2 月 28 日に文部科学

省より「新型コロナウイルス感染症対策のための小学

校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における一斉

臨時休業について（通知）」2）が出され，3 月 2 日より

春季休業の開始日までの間，臨時休業となった．それ以

降も緊急事態宣言が発令されたことにより，5 月末まで

の休校となった学校もあり 3），休校期間は，最長で 3 カ

月に及んだ．学校再開後においても多くの制限の下での

学校運営となり，体育においては，「児童が密集する運

動」や「近距離で組み合ったり接触したりする運動」の

停止，体育祭の中止 3）などの対応がなされ，児童・生

徒は COVID-19 の感染拡大に伴い，身体接触を極力避

けた運動の実施や部活動の自粛を強いられた 4）．このよ

うな COVID-19 の流行による運動機会の喪失，減少や

制限は，健康二次被害として，児童・生徒の体力にも影

響しているものと考えられる．

　関ら 4）は，鳥取県を事例に，COVID-19 拡大の予防

措置が児童・生徒の体力発達に及ぼす影響を検討し，

COVID-19 流行下である令和 2 年度の新体力テストの結
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果は，前年よりも全体的に低値を示すことを報告した．

兵庫県教育委員会 5）は，小学 5 年生，中学 2 年生およ

び高校 2 年生を対象に実施した新体力テストの結果を令

和 3 年度と令和元年度で比較し，令和 3 年度の小学 5 年

生および中学 2 年生の記録は，ほとんどの項目で，男女

ともに，令和元年度の記録を下回っていることを報告し

た．しかしながら，これらの報告は，横断的な調査であ

り，COVID-19 流行期の変化について検討されたものは

見当たらない．

　本研究は，A 市が公表した児童および生徒（6 歳から

14 歳）の平均体位・体力状況を用いて生態学的研究を

行い，COVID-19 流行期である令和元年度から 3 年度ま

での 2 年間の体重および体力の変化率と COVID-19 流

行前の期間のそれらの変化率を検討し，COVID-19 流行

期における児童の体力の変化の一資料を提示することを

目的とした．

Ⅱ．方　法

　A 市が公表している赤穂市統計書の平成 28 年版から

令和元年版，令和 3 年版および令和 4 年版に掲載された

園児・児童・生徒の平均体位・体力状況（男子）およ

び園児・児童・生徒の平均体位・体力状況（女子）の

体重，50m 走，反復横とび，握力およびボール投げの

A 市の平均，A 市のある B 県の平均および全国平均の

数値を用いた．COVID-19 流行期である令和 2 年度の結

果が公表されていないことから，令和元年度に 6 歳か

ら 12 歳として公表された集団のデータとその 2 年後で

ある令和 3 年度に 8 歳から 14 歳として公表された集団

のデータを分析対象とした．また，対照データとして，

COVID-19 流行前である平成 29 年度および 28 年度に 6

歳から 12 歳として公表された集団のデータとその 2 年

後である令和元年度および平成 30 年度に 8 歳から 14 歳

として公表された集団のデータを分析対象とした．尚，

小学校と中学校で実施方法が異なり，測定データが異

なるボール投げについては，6 歳から 9 歳として公表さ

れた集団のデータとその 2 年後である 8 歳から 11 歳と

して公表された集団のデータを対象とした．体重，50m

走，反復横とび，握力およびボール投げの 2 年後の変化

率（%）をそれぞれ算出し，二元配置分散分析を用いて，

ボール投げ以外を男女別に分析した．また，体重の変化

率を独立変数，その他の項目の変化率を従属変数とした

単相関分析を令和元年度，平成 29 年度および平成 28 年

度からのそれぞれの 2 年後の変化率別に行った．結果を

平均値±標準偏差で示した．有意水準を危険率 5% と

した．

Ⅲ．結　果

　体重の結果を表 1 に示した．男子において，令和元年

度から令和 3 年度の変化率が，平成 29 年度および平成

28年度からそれぞれの2年後の変化率と比べて大きかっ

た（P<0.05）．女子においては，いずれも有意ではなかっ

た（N.S.）．

%

3
29 28

30 3
29 28

30

6 8 129.8 127.9 128.2 130.0 128.1 127.4

7 9 129.5 128.0 127.3 128.7 128.6 127.8

8 10 128.0 126.9 125.4 130.5 127.9 127.8

9 11 128.4 126.3 127.2 133.3 131.2 130.6

10 12 130.0 127.4 127.8 129.9 129.3 128.5

11 13 126.8 124.9 127.2 121.2 122.1 121.3

12 14 125.4 124.5 123.7 115.2 115.1 115.6

128.3 126.6 126.7 127.0 126.0 125.6

1.7 1.4 1.6 6.4 5.6 5.3

6 8 128.2 126.8 126.9 128.6 126.1 126.8

7 9 127.9 127.8 128.9 126.9 129.1 128.6

8 10 128.5 124.4 128.8 133.0 128.6 128.6

9 11 127.1 125.8 126.8 131.6 129.0 131.5

10 12 129.7 128.1 128.6 131.8 128.2 127.8

11 13 129.8 127.5 128.8 122.2 122.7 121.4

12 14 126.4 122.5 123.4 115.0 114.4 117.4

128.2 126.1 127.5 127.0 125.4 126.0

1.3 2.1 2.0 6.4 5.4 4.9

6 8 129.4 127.1 127.7 129.2 126.3 126.9

7 9 129.9 127.9 127.6 130.2 127.7 127.8

8 10 129.0 125.4 127.1 132.6 129.2 128.8

9 11 129.0 125.5 125.7 132.7 131.2 131.3

10 12 132.6 129.4 129.4 130.2 137.4 128.6

11 13 130.2 127.1 128.3 121.7 121.0 121.6

12 14 124.3 122.7 122.8 107.1 114.2 114.7

129.2 126.4 126.9 126.2 126.7 125.7

2.5 2.1 2.2 9.2 7.4 5.7

3 vs 29 P<0.05 Not significant

3 vs 28 30 P<0.05

29 vs 28 30 P<0.05

A

B

表 1．体重の変化率

　50m 走の結果を表 2 に示した．男女ともに，いずれ

も有意ではなかった（N.S.）．

%

3
29 28

30 3
29 28

30

6 8 89.5 86.5 88.4 87.1 86.9 88.2

7 9 90.7 90.8 90.6 91.9 90.9 91.2

8 10 92.3 95.8 97.9 91.2 94.6 93.4

9 11 93.1 95.2 91.8 93.5 94.7 92.2

10 12 86.5 86.0 87.6 90.5 90.8 94.1

11 13 80.6 82.1 83.1 91.8 91.3 93.4

12 14 88.1 87.9 87.3 96.3 96.2 95.5

88.7 89.2 89.5 91.8 92.2 92.6

4.3 5.0 4.6 2.8 3.2 2.4

6 8 88.0 87.3 87.1 88.2 88.3 87.4

7 9 91.7 89.6 90.2 91.9 90.4 91.3

8 10 92.4 92.0 92.1 92.3 91.9 91.8

9 11 92.6 92.0 92.0 93.0 91.7 92.0

10 12 92.2 92.1 92.0 94.7 94.4 94.6

11 13 89.3 89.5 89.1 95.3 94.0 94.7

12 14 88.7 88.6 88.7 96.5 95.9 95.5

90.7 90.1 90.2 93.1 92.4 92.5

1.9 1.9 2.0 2.8 2.6 2.8

6 8 88.3 86.9 87.7 88.1 87.9 88.6

7 9 90.9 90.2 89.8 90.9 89.6 90.3

8 10 92.4 91.6 91.7 91.8 91.5 91.5

9 11 92.0 91.4 91.6 93.0 92.3 92.4

10 12 91.4 91.4 90.6 94.5 94.5 94.3

11 13 88.6 88.4 89.1 95.0 93.8 95.0

12 14 88.0 88.1 87.6 96.1 95.2 95.6

90.2 89.7 89.7 92.8 92.1 92.5

1.9 1.9 1.7 2.8 2.6 2.6

Not significant Not significant

A

B

表 2．50ｍ走の変化率

　反復横とびの結果を表 3 に示した．男女ともに，令和

元年度から令和 3 年度の変化率が，平成 29 年度および

平成 28 年度からそれぞれの 2 年後の変化率と比べて小
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さかった（P<0.05）．

%

3
29 28

30 3
29 28

30

6 8 123.2 132.6 127.5 132.9 126.1 125.8

7 9 120.6 135.2 124.0 117.0 138.2 124.1

8 10 112.0 124.8 119.0 114.3 124.8 120.2

9 11 107.1 110.7 127.6 106.2 111.7 123.2

10 12 118.8 125.1 118.6 114.2 114.4 115.3

11 13 125.1 124.3 120.7 116.6 115.9 113.4

12 14 113.3 114.0 115.2 105.5 106.4 110.6

117.2 123.8 121.8 115.2 119.6 118.9

6.5 8.9 4.7 9.1 10.7 5.9

6 8 121.0 129.0 125.2 120.8 126.1 124.3

7 9 116.7 124.9 122.8 116.5 123.6 120.7

8 10 116.0 121.4 120.9 118.0 121.9 121.3

9 11 112.8 118.1 116.8 112.2 116.0 116.9

10 12 114.1 116.4 117.1 110.7 113.3 115.1

11 13 114.2 115.9 129.9 110.6 113.6 112.1

12 14 112.6 113.1 114.3 105.2 108.3 108.7

115.3 119.8 121.0 113.4 117.5 117.0

2.9 5.6 5.4 5.3 6.5 5.5

6 8 125.0 128.3 130.2 125.8 125.8 130.6

7 9 121.2 124.1 126.1 121.2 124.2 124.1

8 10 118.6 121.4 122.2 118.4 119.9 123.2

9 11 114.8 118.6 118.1 112.3 117.6 115.3

10 12 112.9 114.4 114.8 109.0 111.5 110.2

11 13 114.4 116.0 114.4 108.2 111.0 109.1

12 14 111.8 113.0 113.5 105.5 107.6 106.7

117.0 119.4 119.9 114.4 116.8 117.0

4.8 5.5 6.4 7.6 7.0 9.1

3 vs 29 P<0.05

3 vs 28 30 P<0.05

A

B

表 3．反復横とびの変化率

　握力の結果を表 4 に示した．男子において，令和元年

度から令和 3 年度の変化率が，平成 29 年度から令和元

年度の変化率と比べて大きかった（P<0.05）．女子にお

いては，いずれも有意ではなかった（N.S.）．

%

3
29 28

30 3
29 28

30

6 8 140.2 140.8 134.0 149.3 131.6 135.7

7 9 148.4 133.9 129.6 145.5 139.7 130.4

8 10 131.5 129.2 130.5 144.8 133.5 132.5

9 11 143.9 122.9 135.2 147.9 133.6 136.9

10 12 137.3 139.3 140.7 141.5 141.7 144.9

11 13 187.7 175.9 181.2 130.7 124.1 127.2

12 14 151.6 139.4 142.4 119.0 115.5 124.0

148.7 140.2 142.0 139.8 131.4 133.1

18.5 17.0 18.0 11.0 9.0 6.9

6 8 134.7 137.4 137.1 135.0 136.0 140.2

7 9 128.5 135.6 135.7 130.9 136.4 136.6

8 10 130.3 131.8 132.8 138.1 138.2 138.5

9 11 133.9 135.2 135.2 141.2 142.3 141.0

10 12 141.5 142.7 146.0 131.2 135.5 137.8

11 13 151.2 149.5 152.3 125.3 128.3 128.2

12 14 143.4 142.5 145.1 114.9 117.7 119.0

137.7 139.2 140.6 130.9 133.5 134.5

8.1 6.0 7.2 8.8 8.1 8.0

6 8 134.9 135.6 135.6 136.6 137.0 136.7

7 9 128.7 130.5 135.3 132.9 134.5 134.9

8 10 132.0 129.6 129.3 136.6 136.0 133.0

9 11 135.0 131.9 132.3 139.6 138.0 138.4

10 12 147.8 141.2 142.3 132.8 133.2 132.8

11 13 154.3 153.8 148.1 124.9 123.5 123.9

12 14 144.7 142.8 146.3 117.8 116.8 119.3

139.6 137.9 138.5 131.6 131.3 131.3

9.4 8.7 7.2 7.7 8.0 7.0

3 vs 29 P<0.05 Not significant

A

B

表 4．握力の変化率

　ボール投げの結果を表 5 に示した．ボール投げにおい

ては，男女ともに，令和元年度から 3 年度の変化率が，

A 市平均，B 県平均および全国平均ともに，平成 29 年

度および平成 28 年度からそれぞれの 2 年後の変化率に

比べ小さい傾向を示した．

%

3
29 28

30 3
29 28

30

6 8 188.3 196.1 188.5 164.3 163.8 172.1

7 9 152.8 167.6 160.3 155.9 159.2 158.2

8 10 132.5 143.0 143.0 141.0 139.4 149.4

9 11 130.6 129.0 137.5 129.5 124.4 145.9

151.0 158.9 157.3 147.7 146.7 156.4

26.8 29.5 22.9 15.5 18.2 11.7

6 8 186.8 188.8 191.7 169.6 166.5 176.7

7 9 157.7 169.6 171.3 151.0 158.4 159.9

8 10 143.8 146.9 146.2 144.1 147.5 150.5

9 11 131.4 136.4 136.8 134.9 139.1 139.5

154.9 160.4 161.5 149.9 152.9 156.7

23.8 23.4 24.8 14.7 12.1 15.8

6 8 174.0 184.7 184.3 162.7 170.9 169.2

7 9 149.4 161.8 169.2 153.0 162.5 159.3

8 10 135.9 149.3 145.1 139.9 149.9 147.1

9 11 128.2 137.1 134.8 129.6 139.3 137.8

146.9 158.2 158.4 146.3 155.7 153.4

20.1 20.3 22.5 14.5 13.9 13.7

A

B

表 5．ボール投げの変化率

　体重の変化率とその他の項目の変化率の単相関分析の

結果を表 6 に示した．男子においては，平成 29 年度か

ら令和元年度のボール投げの変化率と平成 28 年度から

平成 30 年度の反復横とびの変化率において，体重との

変化率との間に有意な関係が観察された（P<0.05）．女

子においては，平成 29 年度から令和元年度の 50m 走以

外の項目の変化率と体重の変化率との間に有意な関係が

観察された（P<0.05）．

50m 0.276 N.S. -0.557 0.01

0.207 N.S. 0.475 0.05

-0.155 N.S. 0.828 0.01

0.362 N.S. -0.746 0.01

50m 0.152 N.S. -0.374 N.S.

0.406 N.S. 0.438 0.05

-0.055 N.S. 0.849 0.01

0.619 0.05 -0.795 0.01

50m 0.083 N.S. -0.552 0.01

0.449 0.05 0.634 0.01

- N.S. 0.875 0.01

0.449 N.S. -0.871 0.01

N.S. Not significant

3

29

28
30

表 6．体重の変化率とその他の指標の変化率の相関係数

Ⅴ．考　察

　A市が公表した児童・生徒（6歳から14歳）の平均体位・

体力状況を用いて生態学的研究を行い，A 市と A 市の

ある B 県および全国の COVID-19 流行期である令和元

年度から 3 年度までの 2 年間の変化率と流行前の体力の

変化率について検討した．COVID-19 流行期の 50m 走

の変化率は，男女ともに，流行前と変わらなかった（N.S.）

が，COVID-19 流行期の反復横とびの変化率は，男女と

もに，流行前よりも小さく（P<0.05），COVID-19 流行

期のボール投げにおいては，男女ともに，流行前より

も小さい傾向を示した．一方，COVID-19 流行期の握力

の変化率は，男子において，流行前よりも大きかった

（P<0.05）．

　小学 3 年生を対象に調査した調査により，50m 走と

歩数，歩行程度の活動時間および走行以上の活動時間と
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有意な負の関係がある 6）ことや小学 5 年生および 6 年

生を対象とした調査により，男子では 1 日あたりの歩数

と 50m 走の記録に有意な相関が認められたことが報告

されている 7）．令和 3 年度兵庫県児童生徒体力・運動能

力調査報告書 5）によると，令和 3 年度の「学校体育の

授業を除く運動・スポーツの実施時間が 1 日 1 時間以上

の割合」は，特に小学校と高等学校の女子において低く，

令和元年度よりも全体的に低下している．COVID-19 流

行下における学校の臨時休校に加え，令和 2 年度の学

校体育の授業を除く運動・スポーツの実施時間が，令

和 3 年度と同程度であったとすると，歩数や活動時間が

COVID-19 流行前よりも減少しており，50m 走にも影響

すると考えられるが，本知見においては，COVID-19 流

行期の 50m 走の変化率は，男女ともに，流行前と変わ

らなかった．その要因として，運動・スポーツを除く

身体活動量の増加，あるいはスポーツを含めた身体活

動をする者としない者の活動時間等の差が考えられる．

COVID-19 流行期における報告として，幼児の休日 1 日

あたりの運動時間が減少した 8），運動不足と感じる児童

の割合は，学年が上がるにつれて増大した 9）との知見

がある一方，COVID-19 が児童の運動・スポーツ実施頻

度に及ぼす影響は小さい 10）との報告もあることから，

本知見には，前者よりも，後者が影響しているものと推

察する．また男子児童においては，50m 走と体重に正

の相関があることが報告されている11）．本知見において，

令和元年度から令和 3 年度の男子の体重の変化率は，平

成 29 年度および平成 28 年度からそれぞれの 2 年後の変

化率と比べて大きかったものの，50m 走の変化率に有

意な差は観察されなかった．また，単相関分析の結果，

50m 走の変化率と体重の変化率に有意な関係は観察さ

れなかった．COVID-19 流行下とそれ以前の体重は同じ

であっても，体重増加の要因が異なることなどが 50m

走の結果に影響したのかもしれない．

　COVID-19 流行下において，学校においては，マスク

やフェイスシールドの着用，検温，手指等の消毒の他，

学校行事の中止や縮小といった対策が講じられた 12）．

体育・スポーツ活動時においても同様であり，「密集す

る運動」や「近距離で組み合ったり接触したりする運動」

の停止や「近距離で大きな発生を伴う活動や身体的接

触，マスクを外して行う運動など，感染リスクの高い活

動については，感染状況等に応じて慎重に実施する」な

どの対策が講じられた 3）．全身もしくは体の一部分をす

ばやく動かす能力であり，相手を交わすための急な方向

転換やボールに対するすばやい処理動作の基礎となる敏

捷性 13）の評価として採用される反復横とびの変化率は，

COVID-19 流行前と比較して，男女ともに，流行期に小

さかった（P<0.05）．また，発育による筋肥大等で改善

されるものではなく，比較的早い年齢期における適切な

スキル学習が重要であると考えられるボール投げ 14）の

COVID-19 流行期における変化率は，男女ともに，流行

前よりも小さい傾向を示した．児童における反復横とび

と体重については，男子においては負の相関が，女子に

おいては有意な関係はなかったことが，またボール投げ

と体重については，男女ともに正の相関が観察されたこ

とが報告されている 11）．本研究において，反復横とび

と体重の変化率の関係については，平成 29 年度から令

和元年度の男子の変化率と女子の全ての年で正の相関が

観察された．一方で，ボール投げと体重の変化率の関係

については，女子において負の相関が観察された．この

ことより，主に神経系の発育発達が関与する反復横とび

やボール投げには，体重の変化よりも，密集する運動の

停止などといった制限による運動・スポーツ等の実施様

式の変化が影響しているものと推察する．

　COVID-19 流行期の握力の変化率は，男子において，

流行前よりも大きかった（P<0.05）．握力は，全身の骨

格筋量と相関 15）があり，筋力の指標として，広く用い

られている．小学生を対象とした研究により，登り棒

運動 16）や雲梯 17）により，握力が向上することが報告

されている．登り棒運動や雲梯は，鉄棒と同様，密集

や接触することなく実施できる運動である．そのため，

COVID-19 流行下においても実施しやすい運動ではある

が，それらを支持する知見やデータがないため，不明で

ある．児童の握力は，男女ともに，体重と正の相関にあ

ることが報告されている 11）．握力の変化率と体重の変

化率の関係は，男子においては観察されなかったが，女

子においては正の相関が観察された．しかしながら，こ

の関係は，COVID-19 流行期だけでなく，流行前におい

ても観察されており，本知見においては女子の体重の変

化率にも差が観察されなかったことから，女子の握力の

変化率に違いが観察されなかったものと推察する．

　本研究は，生態学的研究であり，個々のデータを検討

することができていない．また，公表されているデータ

を使用しているため，サンプル数，集計方法，記載され

たデータの詳細については不明であり，結果を考察した

に過ぎない．そのため，本研究は，新型コロナウイルス

感染症流行期における体力の変化を示す一資料にとどま
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る．しかしながら，本資料で提示した縦断的な結果を基

に分析し，集団の変化について明らかにしたことは，体

力づくり等に資する体育やスポーツ活動，遊びを考える

上での資料になりうると考える．

Ⅳ．まとめ

　A市が公表した児童・生徒（6歳から14歳）の平均体位・

体力状況を用いて生態学的研究を行い，A 市と A 市の

ある B 県および全国の COVID-19 流行期である令和元

年度から 3 年度までの 2 年間の変化率と流行前の体力の

変化率について検討した．COVID-19 流行期の 50m 走

の変化率は，男女ともに，流行前と変わらなかったが，

COVID-19 流行期の反復横とびの変化率は，男女ともに，

流行前よりも小さく，COVID-19 流行期のボール投げに

おいては，男女ともに，流行前よりも小さい傾向を示し

た．一方，COVID-19 流行期の握力の変化率は，男子に

おいて，流行前よりも大きかった．
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